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の研究は、総じて言うと山から海へ水が流れていく「流域圏」を対
象にしたものですが、現在は沿岸域の環境を再生する製品や技
術改善に取り組んでいます。流域圏とは、山から私たちが暮らす

里を含む川へ水が流れ、海へ注ぐという一連のつながりがある場所を指し
ます。流れる川にはさまざまな物質が含まれ、やがて行き着く海には汚れ
が溜まっていきます。沿岸域の海底にはヘドロが沈殿しているものの、40
年近く前から続けられてきた環境省の総量規制によって、水質汚濁や富栄
養化による赤潮の発生などは大きく改善され、きれいな海になってきまし
た。しかし、新たな問題も発生しました。それは、海がきれいになった代わり
に生物のエサが少ない海になってしまったということです。実際、広島湾で
養殖しているカキの生育状況はかなり深刻な状況に置かれています。
　つまり、カキや魚介が育つ海には適度な栄養バランスが必要なのです。
海底に堆積したヘドロは水（とそこに含まれる酸素）が通りにくく、猛毒の
硫化水素を発生させてしまいます。そしてゴカイや二枚貝といった魚の
エサになる生物がいなくなり、魚が減少していくのです。そこでまず、溜
まったヘドロの状態を改善しなければならないと考え、研究に取り組ん
できました。これまでに、日本一の生産量を誇る広島の「カキ殻」や、鉄鋼
業の副産物である「スラグ」を利用して硫化水素を抑制する製品を開発
してきました。
　そして、もう一つ。火力発電所から出る「石炭灰」を造粒したヘドロ改善
材があります。約15年前から取り組み始め、研究や実証実験を繰り返しな
がら開発した石炭灰造粒物は、多孔質で硫化水素を吸着するとともに、窒
素やリンといった栄養分を海に補う機能を持ち合わせています。したがっ
て、このリサイクル材を海底に撒くことで硫化水素の発生が抑えられ、海
の栄養バランスを保つことにつながるのです。この研究は、2018年度の文
部科学大臣表彰の科学技術賞（開発部門）に選ばれました。
　こうしたカキ殻や鉄鋼スラグ、石炭灰などの素材には共通点がありま
す。それは、そのままの状態では産業廃棄物であるということです。廃棄物
を環境改善に役立つ機能を持つものにリサイクルする。それを製品化すれ
ば廃棄物が有価物となり、経済活動へとつながっていく。それが私の研究
の特徴の一つだと思います。科学技術賞の受賞は、研究成果を認められ
たという喜びであるのはもちろんですが、廃棄物に対する人々の認識を変
えていく上でも大きな意味があると思います。
　環境改善を通して循環型社会の形成に役立ちたいと考えている私のか
なえたい夢は、広島県沿岸の波打ち際に細かく砕いたカキ殻を敷き詰め、
南国のような白い海岸線を作ることです。カキ殻の主成分はサンゴと同じ
炭酸カルシウム。きれいになった海水の透明度を実感できる海にして、多
くの人々に楽しんでもらいたいと考えています。
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較文学とは、複数の地域や言語文
化を横断し、文学とは何か、文学そ
のものについて考え、理解しようと

する学問です。私は近現代の日本と、ソビエ
ト連邦時代を含めたロシアの文学的な相互
関係について、さらに翻訳や異文化表象に
ついて研究を進めています。
　比較文学では、比較対象となる2つの国や
地域だけを取り上げればいいというわけで
はありません。たとえば、私の専門である日
本とロシアの文学では、両国の力学だけで
は見えない部分があります。ソ連時代の文
学研究にはアメリカの存在は外せません。
そうするとアメリカとソ連、さらには日本と
アメリカの関係も追究する必要性が生じて
対象となる国や地域が増えていく、比較文
学にはこうした広がりがあるのです。
　そもそも私がロシアに興味を抱いたきっ
かけは、子ども時代に当時のソ連から来た
ボリショイ・バレエ団の公演を観たことでし
た。当時、新聞やニュースで見聞きするこの

比
国のイメージは、あまり良いものではありま
せんでした。そんな国からやって来たバレエ
団の絢爛豪華なステージが、私を魅了した
のです。そしてこの不思議な国の児童文学
を手に取ると、そこにはヨーロッパとアジア
の雰囲気を併せ持つエキゾチックな挿絵
や、魅力的な物語、響きの面白い言葉にあふ
れた世界がありました。長じてさまざまなロ
シア文学に触れるうちに、原文で作品を読
みたいという気持ちが高まり、大学でロシア
の文学研究を志し、現在に至ります。
　比較文学では文学の多様性を重視する一
方で、普遍性にも比重を置いています。それ
ぞれの地域や言語の文学に固有の特徴を見
つめながら、地域や言語を超えた普遍的なも
の、つまり人間が文学を生み出すメカニズム
を解明していく学問でもあります。こうした研
究の特性上、一人でできることには自ずと限
界があります。そこで必要になるのが、他の
研究者とのネットワークや共同研究です。文
学研究というと「孤独な作業」のイメージを持

たれるかもしれませんが、他者と関わる機会
が多く、チーム作業的な一面もあります。
　比較文学は19世紀頃に成立した学問で
すが、実は新しい学問でもあると思います。
たとえば、1990年代以降のグローバル化の
影響で翻訳の問題が再び注目されるなど、
新たな発見や既成概念の破壊といったスリ
リングな展開を見せている、古くて新しい分
野なのです。こうした中で現在、「世界の文
学史」を作るという壮大なプロジェクトが進
行しています。世界にどんな文学があり、人
間の足跡があるのか…。数多の文学に紡が
れた一つの織物のようにその歴史を手に取
ることができたら、そして私の研究が、綾な
す一筋の糸になることができたら、どんなに
素晴らしいだろうと思います。また文学に
は、若い頃に読んだ作品でも年齢を重ねて
気づく面白さがあります。文学を通じて人生


